
福島市の吾妻中学校区は米、果物、野菜栽培が盛んな地域です。「持続発展可能なふるさと創
り」を目標に、ＪＡふくしま未来吾妻営農センターや地域の方の協力を得ながら学習を行っていま
す。地元の農業をSDGｓの視点から捉え、学校と地域の連携を図る教育活動を目指しています。

各教科等とつなげて
これまで吾妻中学校では、教育活動全体を通し、ＳＤＧｓの視点に立った学習を行ってきました。

作物を栽培することを通して食糧問題についての考えを深めたり、森林保全と海洋資源を守るこ
とをつなげて考えたりする等、子どもたちのＳＤＧｓに対する意識が高まってきています。道徳科で
は、環境汚染についての教材を通して、自分の行動を振り返り、より自分事としてＳＤＧｓについても
捉えることができるようになってきました。

【例えば…】〈例１〉

〈例２〉

総合学習

美術

世界には、学

校にも通えず、

生活のために働

いている子ども

や、住む場所を

追われ、飢えや

病気のために亡

くなる子どもが

たくさんいま

す。そのことを

改善するため

に、私たちは今

何ができるかを

考えるようにな

りました。

道徳 海中のプラスチックのゴミ問題

↓

自分の行動を振り返る

↓

美術

↓

意識の高まり

毎日使っているストロー等のプラスチックが,
大きな問題になっていると知り驚きました。で

も、ストローを使わない生活は不便です。

道路や川にゴミを

捨てない

海やそこに住む生

き物を守ることに

つながる

魚を食べる人間の

命を守ること

子どもたちの目は、「地域」の学習から

「グローバル」なものへと広がっています。
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地域人材を生かして 【食糧】

【防災 】

バケツで稲栽培
２年生は、バケツを使用して稲栽培に取り

組んでいます。種もみを植えてから収穫まで
の作業を行い、自分たちの手で米を作ること
に挑戦しています。
スズメから稲を守ったり、水の管理をしたり

する等、実体験を通して稲作の大変さや楽し
さを学んでいます。

稲作を通して、食糧問題、貧困問題、地域
産業について考える機会としています。

校地内で梨栽培
吾妻中学校は、校地内に梨園があり、そ

こで３年生が栽培活動を行っています。
営農センター指導員から、受粉交配の目

的や方法を学び、実際に受粉交配の体験を
しています。花粉の提供や消毒作業は地域
の方の協力を得ています。

味は変わらないのに、表面に傷が

あると商品として出荷できません。

農家は作物をていねいに栽培した

り、傷物を安く売ったりしてできる

だけ捨てる量を減らしています。

一生懸命に作っても捨てられてしまうと悲し

くなります。食品ロスが少なくなるように、食

料の買いすぎや料理の作りすぎに気を付けたい

と思います。

◆ 給食の残菜を減らす

◆ 脱フードロスの意識化

町を知る（防災教室）
吾妻山噴火を想定した防災教室を、庭坂小学校

と合同で行っています。今年度は、火山泥流が襲って
くる場合の避難訓練を実施しました。
磐梯山噴火記念館館長を講師に迎え、「吾妻火

山と私たち」の演題で講演いただきました。講演後
には、福島河川国道事務所の方より土石流模型に
よる実験を見せていただきました。森林保全や自然
災害について知ることで、自分の住む町の安全につ
いて理解を深めることができました。

「持続発展可能なふるさと」
～吾妻のために～

土石流の実験から、自然災害につ

いて改めて考えることができまし

た。森林を守ること、万一に備えて

避難訓練を行うこと、そして状況に

応じて判断し、行動することが大切

だと感じました。


